
NEP2026 揺れを抑え，人とモノを支える～動揺低減システム～

・船で揺れ低減効果を確認

・船舶業界や現場ニーズの調査

・用途に合わせた仕様と価格の調整

・はじめに使ってもらう相手探しと売り方の検証

長崎大学大学院
博士後期課程3年

Y u k i h i r o  I c h i k a w a

市川 徹宏

• 開発状況  ： エンジニアリングモデルを開発し，改良中

• 知財  ： 特許出願済

• 今後の展開 ： 船での実証試験と初期導入を進め，その後他分野へ展開

３自由度に特化した構造と単一センサ構成により，

環境に依存せず様々な機器へ

容易に導入できる動揺低減システムを実現．

船や飛行機の揺れにより，

乗員は酔いや転倒リスクにさらされ，荷物には破損や輸送制約が生じる課題がある．

これらの課題を解決する 動揺低減システム を提供する．

スチュワート型プラットフォーム

＊イラストはNano Banana 2にて生成

エンジニアリングモデル：MR-750
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